
事業の計画・内容

□ 直営 □ 指定管理 ■ 民間委託等

投入資源 事業実績

①投入人員

人件費合計（A）
②支出内訳 事業費（B)
（千円）

合計（A+B)
③財源内訳 特定財源
（千円）

一般財源
上記①～③に関する特記事項

評価指標

（ ）

（ ）

事業開始時からの状況変化及び事業の改善点等

施設の管理・運営

要援護高齢者等

事業名

基本施策

363.1

伊賀市　事務事業評価シート

老人福祉施設措置費

6

養護老人ホーム入所者数
（偕楽荘、恒風寮を含む）

正規職員     （人） 0.1
活動指標 単位

（委託先：　各社会福祉法人等）
根拠法令・要綱等

担当部課名
作成者氏名

設
置
目
的

市内の類似施設

対象等（何を、誰を）

養護老人ホーム偕楽荘、養護老人ホーム恒風寮

細目
細々目

103

養護老人ホームへ入所することにより、安心した生活を送れることができる

成果（どうなるのか）

01
老人施設福祉事業
老人福祉施設措置費

健康福祉部高齢障害課

51,234 51,234

H17 H18（予算）

0.1

H19（予算）

4必要性 高齢者虐待防止法の施行に伴い、相談ネットワークを強化を行ってきているが、緊急的避難措置としての
養護老人ホームの入所措置は重要な機能があり、今後も継続して行っていく必要がある。

54,136

国県支出金

受益者負担
その他特財

7,880 7,884 7,884

効率性

本
年
度
事
業
内
容

養護老人ホームへの入所措置を行う。
伊賀市が設置管理する養護老人ホーム（恒風寮及び偕楽荘）以外の入所者に対する措置費について、本項目より支出を行う。

＠17年度末入所施設　　梨ノ木園（伊賀市）、みさと園（名張市）、清和の里（亀山市）、寿楽陽光苑（四日市市）、翠明院（いなべ市）

0.1

老人福祉法
養護及び特別養護老人ホーム入所に関する要綱

運営主体

評
価

単位 H17

・身体上の理由または精神上の理由が入所への必須条件であったが、平成18年度より、本人の生活状況を考慮した柔軟な入所措置が可能となっ
た。

指標設定の考え方

入所者数を指標とする 人

目標

事業の目的の成果を測る指標

入所者数

54,136 51,234 51,234

720 720 720

54,856 51,954 51,954

目標値

人

H17 H18 H19
実績値

106 110 110

106
110

A

総合評価
4
4
4

有効性
達成度

高齢者の健やかな生活を支える

01
03
02
01

会計
款
項
目

一般会計
民生費
老人福祉費
老人福祉総務費

名            称コードコード 名               称

110

110

H18（目標）

目標

H19（目標）

46,976 44,070 44,070

22-9657榊　光裕 連絡先

地方債

扶助費


